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第２節 青年期中期における交友関係が未来に対する時間的展望に及ぼす影響  
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第１章  本研究の背景と目的  
第１節  本研究の背景  







すい。このような状態を長尾 (1989)は「青年期の自我発達上の危機状態」とした。  
自我発達の危機状態として，「同一性拡散症状群 」があり，①同一性意識の過
剰，②選択の回避と麻痺，③対人的距離の失調，④時間的展望の拡散，⑤勤勉
さの拡散 ，⑥否定的同一性の選択である (小此木 ，1974)。この同一性拡散の概
念にも含まれているが，Erikson(1968)も同一性の危機に伴って「時間的展望  対  
時間的展望の拡散 」が顕在化するとしており，自我発達における時間的展望の役
割を重視している。なかでも，自我発達において未来に対する時間的展望が重視











































実証的研究として，長尾 (1999)は「親密性 」「心理的距離 」などからなる交友関
係尺度を作成し，それと自我発達上の危機状態との関連があることを示している。
さらに，危機状態を規定する，①自我の強さの程度，②ライフイベント衝撃度，③現





































































第２節  本研究の目的  
































第２章  青年期中期の交友関係における同年の友人関係とナナメの関係  
第１節  青年期中期における交友関係の探索的調査（研究１）  
目的  研究１では，青年期中期における異年齢間の友人的関係，特に年上の
友人との関係が一般にどの程度存在するのかを明らかにすることを目的とした。  
方法  調査協力者  私立高等学校生 270 名のうち，回答に不備のなかった
251 名を分析の対象とした。251 名の内訳は，男子 92 名，女子 159 名，年齢 15


























(山本，1986)。この結果も，両者の「頼 りたい  対  頼られたい」という感情から，女
性のほうが頼りがいのある年上の異性の友人の数が増加したものと考えうる。  
第２節  青年期中期における交友関係の質的差異に関する研究 （研究 ２）  
目的  研究２では，研究１の知見に基づき，青年期中期の交友関係において，
同年輩の友人関係とナナメの関係の質的差異を検討することを目的とした。  
方法  調査協力者  私立高等学校生 270 名のうち，回答に不備のなかった
251 名を分析の対象とした。251 名の内訳は，男子 92 名，女子 159 名，年齢 15
～18 歳，平均 16.69 歳 (SD： .962)であった。 調査時期  2006 年 10 月～ 11
月  手続き  副校長宛に郵送し，主に担任教諭がクラスごとに一斉に実施した。
回収は同様にクラスごとに担任教諭がおこなったのち，郵送により筆者が回収した。






強い相互尊重欲求尺度 (6 項目 )を用いた。  





























いても同年か 1～2 歳年上かによってその関係に差があることが示唆された。  
第３節  青年期中期における交友関係の居場所における  
       エスノグラフィによる質的検討（研究３）  
 
 
第３章  青年期中期における交友関係が自我発達に及ぼす影響  
第１節  青年期中期における交友関係が自我発達上の危機状態に  




方法  調査協力者  私立高等学校生 270 名のうち，回答に不備のなかった
251 名を分析の対象とした。251 名の内訳は，男子 92 名，女子 159 名，年齢 15
～18 歳，平均 16.69 歳 (SD： .962)であった。調査時期  2006 年 10 月～ 11 月  
手続き  副校長宛に郵送し，主に担任教諭がクラスごとに一斉に実施した。回収
は同様にクラスごとに担任教諭がおこなったのち，郵送により筆者が回収した。  調
査材料  （１）フェイス・シート  調査協力者の年齢・学年 ・性別を求めた。（２）分類
ごとの友人数についての調査  研究１で用いた質問紙を使用した。（３）自我発達
上の危機状態の調査  長尾 (2005)の「青年期の自我発達上の危機状態尺度 (２
６項目 )」を用いた。  












第２節  青年期中期における交友関係が未来に対する時間的展望に  




方法  調査協力者  私立高等学校生 270 名のうち，回答に不備のなかった
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251 名を分析の対象とした。251 名の内訳は，男子 92 名，女子 159 名，年齢 15
～18 歳，平均 16.69 歳 (SD： .962)であった。調査時期  2006 年 10 月～ 11 月  
手続き  副校長宛に郵送し，主に担任教諭がクラスごとに一斉に実施した。回収
は同様にクラスごとに担任教諭がおこなったのち，郵送により筆者が回収した。調査
材料  （１）フェイス・シート  調査協力者の年齢・学年・性別を求めた。（２）
分類ごとの友人数についての調査  研究１で用いた質問紙を使用した。（３）
未来に対する時間的展望の調査  白井 (1997)の時間的展望体験尺度のうち，
未来に対する時間的展望体験尺度 (「希望 」を測定する４項目と「目標指向性 」を
測定する５項目の計９項目 )を用いた。  
結果と考察  本研究の結果では，「同年 」の友人数は，未来に対する時間的
展望との関連がなかった。これは研究４で示されたとおり，自我発達との関連と同様
に，時間的態度の関連のある「同年 」の友人関係について，量的な人数よりも質的





い未来に向くと示されている (白井，1997)。その近い将来にある「学外の 1～2 歳年
上 (同性 )」の友人を持つことで具体的な将来展望を描きやすくなり，その結果として
未来に対する時間的展望が肯定的になることが推察された。  
第３節  青年期中期における交友関係が自我発達に及ぼす影響の  
      質的検討（研究６）  
 
第４章  総括  





「1～2 歳年上で学外にいる友人 (異性 )」を多く有しており，男子は「1～2 歳年上で
































第２節  教育的示唆  
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